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は
じ
め
に

本
稿
は
、
儒
教
思
想
の
「
情
」、
特
に
朱
子
学
の
性
（
理
）
・
情
論
に
お
け
る
「
情
」
概
念
に
焦
点
を
当
て
、
宋
明
・
朝
鮮
・
江
戸

朱
子
学
の
何
人
か
の
学
者
た
ち
の
理
解
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
そ
の
特
徴
的
な
展
開
様
相
の
一
端
を
概
観
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。儒

教
思
想
の
「
情
」
の
内
容
を
も
っ
と
も
簡
潔
に
表
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、『
礼
記
』
礼
運
篇
の
「
人
間
の
情
と
は
何
か
。
喜

怒
哀
懼
愛
悪
欲
で
あ
る
。
こ
の
七
つ
の
も
の
は
学
ば
な
く
て
も
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
人
間
に
備
わ
っ
て
い
る
（
何
謂
人
情
。
喜
怒

哀
懼
愛
悪
欲
。
七
者
弗
学
而
能
）
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
今
日
で
い
う
「
喜
怒
哀
楽
や
好
悪
な
ど
、
物
事
に
感
じ
て
起
こ
る
気
持
）
1
（

」

と
し
て
の
「
感
情
」
の
定
義
の
淵
源
と
も
な
る
が
、
儒
教
思
想
に
お
い
て
こ
の
人
間
の
「
情
」
は
、
道
徳
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、

大
概
そ
の
実
現
を
妨
げ
る
厄
介
な
も
の
と
し
て
否
定
的
に
捉
わ
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。

後
漢
の
西
暦
一
〇
〇
年
頃
に
成
立
し
た
中
国
最
古
の
漢
字
字
書
の
『
説
文
解
字
』
で
は
、
「
人
の
陽
気
、
性
善
な
る
も
の
（
人
之

東
ア
ジ
ア
の
朱
子
学
に
お
け
る
「
情
」
論
の
理
解
と
展
開
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陽
気
、
性
善
者
也
）
」
と
い
う
「
性
」
に
対
し
て
、「
情
」
は
「
人
の
陰
気
、
欲
あ
る
も
の
（
人
之
陰
気
、
有
欲
者
也
）
」
と
、
否
定
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
帯
び
る
「
欲
心
」「
欲
望
」
を
も
っ
て
解
釈
し
て
い
る
。
同
じ
後
漢
時
代
に
成
立
し
た
（
七
九
年
頃
、
章
帝
の
詔
勅
よ

り
編
纂
が
始
ま
る
）
儒
教
書
の
一
つ
の
『
白
虎
通
義
』
で
は
、「
情
は
陰
の
気
か
ら
生
ま
れ
、
時
々
の
欲
心
に
よ
っ
て
思
い
起
こ
さ
れ

る
。
性
は
陽
の
気
か
ら
生
ま
れ
、
道
理
に
就
こ
う
と
す
る
。
陽
気
な
る
も
の
は
仁
で
あ
り
、
陰
気
な
る
も
の
は
貪
（
欲
）
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
情
に
は
利
欲
が
あ
り
、
性
に
は
仁
が
あ
る
（
情
生
于
陰
、
欲
以
時
念
也
。
性
生
于
陽
、
以
就
理
也
。
陽
気
者
仁
、
陰
気
者
貪
、

故
情
有
利
欲
、
性
有
仁
也
）
2
（

）
」
と
、
よ
り
具
体
的
に
「
貪
（
欲
）
」「
利
欲
」
を
も
っ
て
、「
性
」
に
対
す
る
「
情
」
の
否
定
的
な
性
格
を

浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
）
3
（

。
後
代
の
朱
子
学
勃
興
の
重
要
な
一
端
を
な
す
、
李
翺
（
七
七
二
〜
八
四
一
）
の
「
復
性
書
」
の
中
の
「
滅

情
論
」
は
、
そ
う
し
た
儒
教
思
想
史
に
お
け
る
否
定
的
な
情
論
を
集
約
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
儒
教
思
想
の
中
の
情
論
に
は
そ
れ
と
は
異
な
る
も
う
一
つ
の
議
論
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
孟
子
』
に
由
来
す
る
惻
隠
・
羞

悪
・
辞
譲
・
是
非
と
い
う
純
粋
な
善
の
現
れ
と
さ
れ
る
「
四
端
説
」
で
あ
る
。
朱
子
学
の
情
論
は
、
こ
の
四
端
説
を
も
取
り
入
れ
、

「
滅
情
」
と
は
違
う
方
向
の
、
人
間
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
中
節
・
和
）
す
る
と
い
う
基
本
的
な
立
場
に
お
い
て
、
未
発
已
発
論
、

静
動
論
、
体
用
論
、
さ
ら
に
は
心
統
性
情
論
な
ど
、
豊
か
な
議
論
を
展
開
し
た
。

そ
し
て
、
朱
子
（
熹
、
一
一
三
〇
〜
一
二
〇
〇
）
と
彼
の
後
継
者
た
ち
に
よ
る
宋
明
代
の
朱
子
学
の
情
論
は
、
朝
鮮
時
代
お
よ
び
江

戸
時
代
の
思
想
史
に
影
響
を
与
え
、
各
地
域
に
お
い
て
独
自
の
理
解
と
展
開
を
遂
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
は
、
南
宋
の
陳
北
渓

（
淳
、
一
一
五
九
〜
一
二
二
三
）
、
明
の
羅
整
菴
（
欽
順
、
一
四
六
五
〜
一
五
四
七
）
、
朝
鮮
時
代
の
李
退
渓
（
滉
、
一
五
〇
一
〜
一
五
七
〇
）
、

江
戸
時
代
の
崎
門
学
派
（
山
崎
闇
斎
〔
一
六
一
九
〜
一
六
八
二
〕、
佐
藤
直
方
〔
一
六
五
〇
〜
一
七
一
九
〕、
浅
見
絅
斎
〔
一
六
五
二
〜
一
七

一
二
〕
）
に
お
け
る
「
情
」
へ
の
視
座
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異
な
る
展
開
を
概
観
す
る
こ
と
を
試
み
る
。


